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1. 背景 

車載データを用いた運転支援・自動運転が自

動車メーカ等で検討されており，快適な運転の

提供には「個人への適応」が重要となってきて

いる．例えば，加減速の度合いや周辺車両との

距離には個人差(以降，運転特性)があると考えら

れる．我々は，車両のパーソナライズ化による

運転支援・自動運転の実現に向け，車載データ

から運転特性に対応付けられる特徴量の抽出を

目指している．先行研究[1]では特徴量抽出の前

段階として，車載データに個人差が生じる走行

条件を検討した．先行車と距離が近い場合に先

行車の相対速度の影響を受けやすいドライバが

存在し，ハンドル操作を示す車載データに個人

差がある傾向を確認した．本稿では，類似度の

分析に有用な階層的クラスタリングを新たに適

用し，運転特性に対応付けられる特徴量を検討

する．「直進走行時」の車載データを対象に

「加減速による前後方向の挙動」の特徴量に着

目する． 

2. 関連研究 

 車載データを用いてドライバの運転特性を分

析した研究として，岩瀬らは，個人差を考慮し

た運転支援に向け，単独発進時・旋回時に着目

し加速・操舵行動を特徴付けるパラメータの特

定を行った[2]．細川らは，運転特性に応じた事

故防止対策に向け，階層的クラスタリングによ

るドライバの特性把握を行った[3]．森田らは，

ブレーキ操作に関わる運転支援に向け，先行車

減速時における後方車両ドライバのブレーキ操

作のタイミングに関わる指標を検討した[4]．こ

れらの研究は特定の状況を対象にして運転特性

の分析を行っている．  

3. 階層的クラスタリングを用いた分析方法 

3.1. 概要 

 一般公道走行時に収集された車載データから

運転特性に対応付けられる特徴量の候補（以下，

特徴量候補）を選定し，階層的クラスタリング

を適用する．本稿では文献[2]を元に，加減速動

作に個人差が出やすいと考えられる「直進走行

時」の車載データから，「加減速による前後方

向の挙動」の特徴量候補を選定する．次にクラ

スタリング結果と，後述するドライバの「運転

スタイル」「運転負担感受性」のアンケート調

査結果・入力した特徴量候補の関係から，運転

特性に対応付けられる特徴量を抽出する．  

3.2. 車載センサデータ 

 使用する車載データ[5]は，一般公道走行時に，

実験車両に搭載された各種センサによって収集

されたもので，複数人の被験者が複数回走行し

ている．被験者の情報として年齢や運転歴，ア

ンケート調査によるドライバの運転スタイルや

運転負担感受性が含まれる．運転スタイルは

「せっかち」「心配性」など，運転負担感受性

は「運転ペース阻害」「経路把握や探索」など

が挙げられている．  

3.3. 特徴量の選定 

文献[2]を元に「加減速による前後方向の挙動」

の特徴量候補を選定する．今回，運転行動デー

タベース[5]より「X 軸加速度，X 軸加速度(ロー

パスフィルタ適用済)，自車速度，自車速度(ロー

パスフィルタ適用済)，先行車との距離，先行車

相対速度，先行車速度，後方車との距離，後方

車相対速度，後方車速度，アクセルペダル踏込

み量，ブレーキペダル踏込み量，ピッチ角速度，

ピッチ角度」の 14 項目を選定した．次に車間距

離に関わる項目とし，文献[4]を元に「車間時間

(車間距離を車速で除算した値)，衝突余裕時間

(車間距離を相対速度で除算した値)，車間時間の

逆数，衝突余裕時間の逆数，視覚の変化時間(衝

突余裕時間の逆数を車間距離で除算した値)，立

体角の時間変化(衝突余裕時間の逆数を車間距離

の 2乗で除算した値)」の 12項目(先行・後方車に

対し算出)を追加した．合計 26 項目に対し，統計

値(最大値，最小値，平均値，標準偏差値，四分

位数)を算出し，階層的クラスタリングに用いる． 

3.4. 階層的クラスタリングと運転特性抽出 

 階層的クラスタリングとして，文献[3]と同様

に，距離測定方法はウォード法，距離尺度はユ

ークリッド距離を採用する．階層的クラスタリ
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ングは，類似したデータの関係を可視化できる

ため，運転特性を把握する上で有用な手法と考

える．また，クラスタリング結果と各ドライバ

のアンケート調査結果・入力した特徴量候補の

関係を比較することで，運転特性に対応付けら

れる特徴量を抽出する． 

4. 運転特性の分析 

4.1. 検討条件 

 3 章に基づいたデータ分析に，先行研究[1]と同

様に「せっかち」の数値が異なる被験者 6名のデ

ータを用いた．1周約 30分かかるコースを各被験

者が 8回走行した際のデータ(合計 48試行分)を用

いる．表 1に「加減速による前後方向の挙動」に

関連があると判断したアンケート結果を示す． 

4.2. 検討結果 

クラスタリング結果に対して，クラスタ間の

距離に閾値を設定し，今回は被験者数とほぼ同

数の 5 つのクラスタ(Cluster1～Cluster5)に分類し

た．表 2に分類結果を示す．各被験者の 8試行分

のデータが，どのクラスタに分類されたかを示

している．結果として，Cluster1(被験者 B1, BQ, 

BR)，Cluster3(被験者 B2)，Cluster4(被験者 BB, 

EB)の大きく 3 つのクラスタに，データが大きく

分類される結果となった．表 3に 3つのクラスタ

毎のアンケートの分析結果を示す．各クラスタ

を構成する被験者のアンケート結果の平均を，

各クラスタのアンケート結果とした．Cluster1 は

「運転ペース阻害」，Cluster3 は「事前準備」

「心配性」，Cluster4 は「経路把握や探索」の項

目が他のクラスタと異なる傾向が得られた．ク

ラスタリング結果と入力した特徴量候補の関係

を分析すると，各被験者 8試行分の先行車相対速

度の平均値の箱ひげ図(図 1)で，被験者 B2の分布

が異なる傾向が得られた．これは先行車相対速

度の平均値が，Clsuter3 の「事前準備」「心配性」

の項目と対応し，かつ運転特性に対応付けられ

る特徴量であることを示唆していると考える． 

5. まとめ 

 本稿では車載データに階層的クラスタリング

を適用し，運転特性に対応付けられる特徴量の

抽出を試みた．今後は定量的な評価による運転

特性に対応付けられる特徴量の抽出を進める． 
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表 1 被験者情報 

 
被験者 ID 

B1 B2 BB BQ BR EB 

せっかち 1.00 2.00 2.50 3.00 3.50 1.50 

事前準備 2.50 1.50 3.00 2.50 4.00 2.50 

心配性 1.50 1.00 2.00 2.50 3.00 3.00 

運転ペース阻害 4.25 2.50 3.50 3.75 2.75 1.50 

経路把握や探索 4.33 3.67 3.67 3.33 2.67 2.00 

 

表 2 5クラスタへの分類結果 

 
被験者 ID 

B1 B2 BB BQ BR EB 

分

類

結

果 

Cluster1 7 0 0 7 7 0 

Cluster2 1 1 0 0 0 0 

Cluster3 0 7 0 0 0 0 

Cluster4 0 0 8 0 0 8 

Cluster5 0 0 0 1 1 0 

 

表 3 クラスタ毎のアンケート分析結果 

 
分類結果 

Cluster1 Cluster3 Cluster4 

せっかち 2.5 2.0 2.0 

事前準備 3.0 1.5 2.8 

心配性 2.3 1.0 2.5 

運転ペース阻害 3.6 2.5 2.5 

経路把握や探索 3.4 3.7 2.8 

 

 
図 1 先行車相対速度の平均値の箱ひげ図 
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